
区内全域での歩行喫煙・ごみのポイ捨て・犬のフンの放置は禁止です！　地域活動支援係　☎ 3880-5856

問い合わせ先＝立体化担当

☎3880-5484

区のホームページアドレス

http://www.city.adachi.tokyo.jp/

▲現在の竹ノ塚駅南側踏切（伊勢崎線第 37号）付近

　竹ノ塚駅付近の鉄道高架化により、慢性

的な交通渋滞を解消すると共に、道路と鉄

道それぞれの安全性が向上します。

　また、鉄道と交差する都市計画道路およ

び駅前広場などを合わせて整備することに

より、鉄道で隔てられていた東西地域を一

体化し、更なる地域のにぎわいを創
つく

り出し

ます。

　高架化後の線路は地上約7〜9mの高さに

なる予定です（図1）。それにより伊勢崎線第

37・38号踏切はなくなります。

　区では22年度予算に鉄道立体化の促進の

ための予算を計上しました。

❶竹ノ塚駅付近連続立体交差事
業着工準備（1億400万円）
　鉄道施設の概略設計や都市計画図書の

作成、環境影響評価にかかわる見解書や

評価書の作成などを行います。また、ま

ちづくり関連として、駅周辺整備計画作

成、用地測量などを行います。

鉄道関連　                       　　6,300万円

まちづくり関連　                　2,500万円

環境影響評価関連           　　 1,600万円

❷竹ノ塚駅付近鉄道高架化促進連
絡協議会などの運営（85万円）
　竹ノ塚駅付近鉄道高架化促進連絡協議

会などを運営します。

　昭和55年7月、竹の塚中町会の請願が採

択されたのが、鉄道立体化への出発点でし

た。また、平成13年には約5万人の署名とと

もに鉄道高架化に関する要望書が区長に提

出されました。その間、足立区では鉄道立体

化に関する調査検討を行い、16年には東京

都の踏切対策基本方針の中で、竹ノ塚駅付

近が鉄道立体化の検討対象区間として位置

づけられました。

　そうした中、17年3月15日に4人が死傷する

痛ましい事故が発生しました。

　この事故を受けて、区は、歩道橋の設置

などの緊急踏切対策および、国、都、鉄道事

業者、足立区で構成する新たな検討会を立

ち上げ、立体化の検討を行ってきました。ま

た、地元町会が行った街頭署名活動では、21

万を超える署名が集まりました。

　これらの「鉄道高架化の早期実現を」とい

う区民の声が実を結び、18年度に連続立体

交差事業の採択基準の拡充が盛り込まれ、

竹ノ塚駅付近も現状のままで事業化への道

が開きました。

　区では、区施行による連続立体交差事業

を決断し、19年度に新規着工準備採択を受

けました。

　悲劇を繰り返さないためにも、区は一日も

早い事業着手をめざします。

　東武伊勢崎線竹ノ塚駅付近の連続立体交差化計画は、同駅を中心とした約1.5kmの区

間の鉄道を高架化し、道路と鉄道を連続的に立体交差させるものです。この計画により、

長年区民を悩ませてきた駅南北の「開かずの踏切」（伊勢崎線第37・38号踏切）を解消

し、同時に、駅東西が一体となったまちづくりを進めます。

年月日 出来事

昭和55年7月7日
竹ノ塚駅南側踏切高架化の請願が区議会で採択
される（請願者＝竹の塚中町会）

平成13年11月12日
竹ノ塚駅付近の鉄道高架化に関する要望書が
地元町会から区長に提出される（署名人数＝
５万３，９２９人）

平成16年6月
踏切対策基本方針（東京都）に竹ノ塚駅付近が鉄
道立体化の検討対象区間の一つに位置付けられる

平成17年3月15日 踏切事故発生（午後４時５０分ごろ、4人死傷）

平成17年4月
連続立体交差事業の施行者が都道府県、指定都
市から、更に県庁所在都市およびそれに準ずる都
市にも拡充された

平成17年4月22日 竹ノ塚駅付近における緊急踏切対策を発表

平成17年6月
竹ノ塚駅付近道路・鉄道立体化検討会発足（国土
交通省、東京都、足立区、鉄道事業者で構成した、
新たな検討会）

平成17年8月
東武伊勢崎線竹ノ塚駅付近の鉄道高架化早期実
現を求める要請書が地元町会から区長に提出さ
れる（署名人数＝２１万６，９９３人）

平成17年9月30日 竹ノ塚駅付近鉄道高架化促進連絡協議会発足

平成18年3月9日 緊急対策で実施した歩道橋の使用開始

平成18年3月15日 協議会が踏切事故の献花式を実施（毎年実施）

平成18年4月

連続立体交差事業の採択基準が拡充され、竹ノ塚
駅付近の踏切は、現状のままで連続立体交差事業
の採択基準を満たすこととなった。これにより東武
伊勢崎線連続立体交差事業調査（竹ノ塚駅付近）
が新規採択された

平成19年4月
東武伊勢崎線（竹ノ塚駅付近）連続立体交差事業
が新規着工準備採択された

平成21年6月23・25日
連続立体交差化および関連まちづくりの都市計
画素案説明会

平成22年4月20・21日
連続立体交差化の都市計画案、環境影響評価書案
および関連まちづくりの都市計画案説明会（予定）

表１　竹ノ塚駅付近の鉄道立体化に関する経過等

図1　鉄道高架化後の竹ノ塚駅部概念図

連続立体交差化計画の概要

２２年度都市計画決定、
２３年度事業着手をめざします路線名＝東武伊勢崎線

区間＝竹ノ塚駅付近（栗原三丁目～東

伊興三丁目）

立体化予定区間＝約1.5km　

構造形式＝高架式（嵩
かさあげ

上式）および地

表式

鉄道立体化の促進事業

安全でにぎわいがあるまちに 竹ノ塚駅付近の鉄道立体化の経過等（表1）
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東京都２４時間医療機関案内「ひまわり」　☎ 5272-0303
※医療機関診療時間などの情報をいつでもお知らせしています
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携帯

３
歳
の
男
の
子
が

つ
ぶ
や
い
た
一
言

　
あ
る
平
日
の
午
後
、
竹
ノ
塚
駅

南
側
の
踏
切
前
に
は
人
ご
み
が
で

き
て
い
た
。
い
つ
も
の
光
景
だ
。

皆
、
「
開
か
ず
の
踏
切
」
が
開
く

の
を
待
っ
て
い
る
の
だ
。
母
親
が

運
転
す
る
自
転
車
の
後
部
座
席
に

乗
っ
た
3
歳
の
男
の
子
が
、
た
ま

り
か
ね
た
よ
う
に
つ
ぶ
や
い
た
。

「
や
っ
と
開
い
た
」

　
ラ
ッ
シ
ュ
時
で
は
な
い
日
中
で

も
、
5
分
近
く
待
ち
ぼ
う
け
。
そ

の
間
、
男
の
子
の
目
の
前
を
何
本

も
の
電
車
が
通
り
過
ぎ
た
。
男
の

子
の
つ
ぶ
や
き
は
、
踏
切
前
に
い

た
群
集
の
気
持
ち
を
代
弁
し
て
い

た
。

　
そ
の
踏
切
の
正
式
名
称
は
、
伊

勢
崎
線
第
37
号
踏
切
。
東
武
伊
勢

崎
線
の
線
路
5
本
と
区
道
足
立
第

2
号
線
（
赤
山
街
道
）
が
交
わ
る

そ
の
踏
切
は
、
通
過
列
車
が
多
い

た
め
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
、
57
〜

58
分
間
閉
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。

　
踏
切
の
西
側
に
あ
る
伊
興
本
町

二
丁
目
に
住
む
小
山
て
い
こ
さ
ん

は
、
踏
切
の
東
側
、
竹
の
塚
一
丁

目
の
理
容
店
に
70
歳
を
超
え
た
今

も
勤
め
て
い
る
。
家
か
ら
職
場
ま

で
、
直
線
距
離
で
は
近
い
が
、
線

路
を
渡
ら
な
い
と
行
き
来
で
き
な

い
。
「
仕
事
場
は
す
ぐ
そ
こ
な
の

に
、
い
つ
も
こ
こ
で
待
た
さ
れ

る
。
わ
た
し
が
生
き
て
い
る
う
ち

に
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
語

り
、
荷
物
を
い
っ
ぱ
い
載
せ
た
自

転
車
を
押
し
な
が
ら
踏
切
を
渡
っ

た
。

　
約
30
ｍ
あ
る
踏
切
を
成
人
男
性

が
渡
る
の
に
、
早
足
で
お
よ
そ
15

秒
掛
か
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
や

高
齢
者
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

「
カ
ン
カ
ン
カ
ン
」

　
警
報
機
の
音
が
響
き
始
め
る
。

係
員
に
促
さ
れ
な
が
ら
、
歩
を
速

め
て
渡
る
人
々
。
列
車
は
待
っ
て

く
れ
な
い
。

事
故
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に

　
17
年
3
月
15
日
の
午
後
4
時
50

分
ご
ろ
に
起
こ
っ
た
踏
切
事
故
に

よ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
2
人
の

命
が
失
わ
れ
、
2
人
が
重
傷
を
負

っ
た
。
遺
族
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

事
故
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
人

が
、
辛
く
、
い
た
た
ま
れ
な
い
思

い
に
駆
ら
れ
た
。

　
事
故
で
母
親
の
高
橋
俊
枝
さ
ん

を
亡
く
し
た
加
山
圭
子
さ
ん
は
、

「
あ
っ
と
い
う
間
の
5
年
間
で
し

た
。
で
も
、
何
年
た
と
う
と
も
、

母
が
い
な
い
と
い
う
現
実
は
変
わ

ら
な
い
」
と
、
い
ま
も
な
お
事
故

で
母
を
失
っ
た
無
念
さ
は
強
い
。

　
そ
れ
で
も
、
「
毎
年
3
月
15
日

に
献
花
式
を
開
い
て
、
事
故
が
風

化
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
る
の

は
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
、
東
武

鉄
道
や
区
に
よ
る
事
故
後
の
対
応

を
評
価
し
て
く
れ
て
い
る
。
「
寒

い
中
で
も
踏
切
に
立
っ
て
い
る
誘

導
員
の
方
々
に
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
の
方
た
ち
が
い
な
か
っ
た

ら
、
無
理
に
渡
る
人
も
出
て
く

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
ま
た
…
」

　
「
国
や
都
に
積
極
的
に
訴
え
掛

け
て
い
る
区
の
姿
勢
も
、
あ
り
が

た
く
感
じ
て
い
ま
す
」
と
感
謝
の

言
葉
を
何
度
も
繰
り
返
し
な
が

ら
、
「
一
刻
も
早
く
高
架
化
し

て
、
事
故
の
原
因
そ
の
も
の
を
な

く
し
て
ほ
し
い
」
と
加
山
さ
ん
は

静
か
に
語
っ
た
。

　
3
月
15
日
の
早
朝
、
始
発
が
動

き
出
す
前
に
、
根
津
嘉
澄
社
長
を

は
じ
め
と
す
る
東
武
鉄
道
の
役
員

た
ち
が
踏
切
事
故
現
場
を
訪
れ
、

献
花
台
の
前
で
犠
牲
者
の
冥め

い
ふ
く福
を

祈
っ
た
。
同
社
の
広
報
は
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
「
抜
本
的
な
安
全

対
策
で
あ
る
立
体
化
に
以
前
か
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
竹
ノ
塚
駅

付
近
の
立
体
化
に
つ
い
て
も
、
17

年
6
月
か
ら
の
新
た
な
検
討
会
に

参
加
し
、
事
業
主
体
の
足
立
区
と

と
も
に
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。
足
立
区
や
近
隣
地
域
の
皆

さ
ま
の
熱
意
と
ご
努
力
に
よ
る
立

体
化
手
続
き
の
順
調
な
進

し
ん
ち
ょ
く捗
に
感

謝
し
、
『
安
全
対
策
に
終
わ
り
は

な
い
』
と
役
職
員
全
員
が
心
に
刻

み
、
安
全
か
つ
安
心
で
き
る
鉄
道

会
社
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

区
民
の
想
い
が

国
を
動
か
し
た

　
事
故
か
ら
半
年
、
区
長
を
会
長

と
す
る
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架

化
促
進
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ

た
。

　
横
山
敏
夫
副
会
長
は
、
「
踏
切

待
ち
の
車
が
意
外
に
少
な
い
で
し

ょ
う
。
初
め
か
ら
あ
き
ら
め
て
い

る
ん
で
す
よ
。
こ
こ
で
待
つ
よ

り
、
遠
回
り
し
た
ほ
う
が
早
い
で

す
か
ら
ね
」
と
語
る
。

　
事
故
が
起
こ
る
前
の
13
年
に
区

長
に
提
出
さ
れ
た
鉄
道
高
架
化
へ

の
要
望
書
は
、
5
万
4
千
人
弱
の

署
名
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
事
故
を
受
け
て
「
地

域
の
想
い
を
区
な
ど
へ
伝
え
る
こ

と
は
、
一
地
域
の
問
題
で
な
く
、

区
全
体
の
問
題
だ
」
と
強
調
し
た

の
は
、
古
庄
孝
夫
副
会
長
だ
。

　
13
年
当
時
は
、
竹
ノ
塚
駅
付
近

だ
け
で
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
た

が
、
「
足
立
区
全
体
の
問
題
」
と

す
る
べ
く
、
署
名
活
動
を
足
立
区

全
域
に
広
め
た
。
そ
の
結
果
、
事

故
か
ら
5
カ
月
た
っ
た
17
年
8
月

に
は
、
13
年
当
時
の
4
倍
以
上
に

も
な
る
、
21
万
人
以
上
の
署
名
を

集
め
た
。

　
「
一
地
域
の
想
い
」
で
は
な
く

「
足
立
区
の
想
い
」
と
な
っ
た
こ

の
署
名
は
、
国
を
動
か
し
た
。
署

名
を
提
出
し
た
翌
年
の
18
年
度
に

連
続
立
体
交
差
事
業
の
採
択
基
準

が
緩
和
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
竹

ノ
塚
駅
付
近
は
、
連
続
立
体
交
差

事
業
の
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
さ
に
「
足
立
区
の
想
い
」
が

「
開
か
ず
の
踏
切
」
を
開
か
せ
た

の
だ
。

◆
　
◆
　
◆

　
初
め
て
竹
ノ
塚
駅
の
高
架
化
の

請
願
が
採
択
さ
れ
た
の
は
昭
和
55

年
の
こ
と
。
30
年
来
の
悲
願
が
い

よ
い
よ
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し

た
。

　
鉄
道
高
架
化
と
い
う
大
規
模
事

業
は
、
区
と
鉄
道
会
社
だ
け
で

は
、
な
し
え
な
い
も
の
だ
。
区
民

の
方
の
鉄
道
高
架
化
に
対
す
る
想

い
、
そ
し
て
国
・
東
京
都
の
財
政

的
・
技
術
的
支
援
が
あ
っ
て
　 

こ
こ
ま
で
き
た
。
も
う
立
ち
止
ま

る
必
要
は
な
い
。
前
へ
進
む
だ
け

だ
。

　
22
年
度
に
都
市
計
画
決
定
、
23

年
度
に
高
架
事
業
に
着
手
す
る
こ

と
を
、
区
は
め
ざ
し
て
い
る
。

　
「
開
か
ず
の
踏
切
」
に
よ
っ
て
人
や
車
の
流
れ
が
遮
断
さ
れ
、

ま
ち
が
東
西
に
分
断
さ
れ
て
い
る
竹
ノ
塚
駅
周
辺
。
17
年
３
月

15
日
に
は
、
4
人
の
方
が
死
傷
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
踏
切
事

故
が
起
き
た
。
地
元
の
悲
願
で
あ
る
鉄
道
高
架
化
は
、
区
民
の

安
全
と
地
域
の
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
な
事
業
だ
。

～
竹
ノ
塚
駅
周
辺
の
現
状
～

問い合わせ先＝▷竹ノ塚駅付
近の鉄道高架化…立体化担当

☎3880-5484△

この記事…広報係

☎3880-5815

▶
（
右
）
日
中
で
も
大
勢
の
人

　
が
踏
切
待
ち
／
（
左
）
駅
と

　
踏
切
の
間
に
架
か
る
歩
道
橋

▲急いで踏切を渡る人たちを誘導員が見守る

▲３月１５日の献花式。事故が起きた午後４時５０分ごろに
　合わせて黙

もくとう

祷する。遺族ら約２００人の前を列車が通り
　過ぎる

「
開
か
ず
の
踏
切
」

問
題
の
い
ま
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